
 

 

 

 

１．日時：平成２６年２月２１日（金）10:00～12:00 

 

 

２．場所：合同庁舎２号館６階共用７号会議室 

 

 

３．出席委員：第１部会 会長 今岡 努     広島工業大学環境学部環境情報学科 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会  委員  戸田  常一      広島大学大学院社会科学研究科 

 

 

４．議事次第 

 【工事関係】 

１）公告前審査 

① 全体説明   ② 個別説明 

２）入札前審査 

① 全体説明   ② 個別説明 

３）開札後整理  

① 全体説明     

【業務関係】 

４）公示前審査  

①  全体説明   ② 個別説明 

５）特定前審査  

①  全体説明   ② 個別説明 

 

 

５．審査対象工事・業務一覧 

  別紙のとおり 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第１１回）開催結果の概要



                  日 時：平成２６年２月２１日（金）10：00～ 

場 所：合同庁舎２号館６階共用７号会議室 

 

平成２５年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第１１回） 

 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  

 

３．議  事 

【工事関係】 

１）公告前審査 

① 全体説明   ② 個別説明  

２）入札前審査 

① 全体説明   ② 個別説明 

３）開札後整理  

① 全体説明     

【業務関係】 

４）入札前審査  

①  全体説明   ② 個別説明 

５）特定前審査  

①  全体説明   ② 個別説明 

 

  

 

 

４．閉  会 



◆公告前審査（評価項目・加算点の審査）・・・・・・２件

【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）

鋼橋上部 浜田・三隅道路夏井川橋鋼上部工事

通信設備 中国管内経路情報収集設備工事

工種 工事名

【　公告前審査　総括表　】



◆入札前審査（技術提案の審査）・・・・・・・・・・１件

【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ ～5者 6～10者 11者～

鋼橋上部 三刀屋拡幅里熊大橋鋼上部工事 - 1 - - - - 1

工事名工種 計
競争参加業者数

1

【　入札前審査　総括表　】

施工計画

架設時の安全に対する施工計画

施工体制評価点＋加算点の合計



◆開札後整理・・・・・・・・全４件

【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ ～5者 6～10者 11者～

一般土木 鳥取西道路気高青谷トンネル第１工事 - 1 - - - - 1

【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ ～5者 6～10者 11者～

As舗装 下関北バイパス武久地区舗装工事 - 1 - - - - 1

As舗装 下関北バイパス綾羅木地区舗装工事 - 1 - - - - 1

As舗装 下関北バイパス安岡地区外舗装工事 - 1 - - - - 1

工種

計

-

工種

評価項目（技術提案）
計

工事名
施工体制評価点＋加算点の合計

1

総合的コスト縮減

競争参加業者数

【　施工体制確認型総合評価方式　開札後整理　総括表　】    

工事名
施工体制評価点＋加算点の合計

覆工コンクリートの品質・耐久性向上に
関する施工計画

トンネル本体工事における３R対策（リ
デュース、リユース、リサイクル）に関す
る施工計画

工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

競争参加業者数
施工計画

3 排水性アスファルト舗装の温度管理に対する施工計画

排水性アスファルト舗装の温度管理に対する施工計画

排水性アスファルト舗装の温度管理に対する施工計画



◆第１１回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型S型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
能
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
浜田河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

○
浜田・三隅道路夏井川橋鋼上
部工事

本
官

鋼
橋
上
部

A
橋
梁

2 本局
道
路

情
報
通
信
技
術
課

○
中国管内経路情報収集設備
工事

本
官

通
信
設
備

－

電
気
通
信

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
①技術提案

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

施
工
体
制
評
価
点
計
①

評価内容２評価内容１

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札方式

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

品
質
確
保
の
実
効
性



◆第１１回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【施工能力評価型Ⅰ型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

施
工
能
力
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
能
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
松江国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

⑨ ○
三刀屋拡幅里熊大橋鋼上部
工事

本
官

鋼
橋
上
部

Ａ
橋
梁

　本工事は、一般国道
54号三刀屋拡幅のう
ち、島根県雲南市三刀
屋町下熊谷から木次
町里方地内における
橋梁上部工事である。

工事延長　L=310m
鋼6径間連続非合成
鈑桁橋
L=279.5m　W=835t

　本工事は既
設橋に近接し
て河川敷を利
用した架設とな
ることから作業
時（架設時）の
安全に対する
配慮が必要で
ある。

1 －

一
般
競
争
入
札

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0
架設時の安
全に対する
施工計画

可否 － 6.0 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 2.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

①施工計画
③配置予定技術者の能力等②企業の能力等

備
　
　
考

施工能力等施工計画

合
計

合
計

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

本
官
分
任
官
別

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性



◆第11回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

（
回

）

技
術
提
案
の
審
査

（
回

）

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
能
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
鳥取河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

④ ⑧
鳥取西道路気高青谷トンネル
第１工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

　本工事は、鳥取西道
路のうち、鳥取県鳥取
市気高町地内におけ
るトンネル工事であ
る。

工事延長　L=1,090ｍ
【気高青谷トンネル（起
点側）】
L=1,021ｍ
　内空断面積=64.084
㎡

　トンネル構造体と
して重要である覆工
コンクリートについ
て、より良質な品質
を持ったコンクリート
構造物とする必要が
あるとともに、トンネ
ル本体にかかるリサ
イクル（３R)対策が
重要である。

10 ○

一
般
競
争

技
術
提
案
評
価
型

（
Ｓ
型

）

－ ○ － 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

覆工コンク
リートの品
質・耐久性向
上に関する
施工計画

30.0

トンネル本体
工事におけ
る３R対策（リ
デュース、リ
ユース、リサ
イクル）に関
する施工計
画

10.0 40.0 0.0

①技術提案

合
計

加
算
点
の
合
計
②

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

評価内容１ 評価内容２

①施工体制評価点

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

工事概要
工事の特性

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

審査対象工
事

No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課



◆第11回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧
【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

施
工
能
力
の
審
査

（
回

）

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
能
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

⑦ ⑨
下関北バイパス武久地区舗
装工事

本
官

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

Ａ
舗
装

　本工事は、一般国道191
号下関北バイパスのうち、
山口県下関市武久町二丁
目から下関市垢田町四丁
目地内におけるアスファル
ト舗装工事である。

工事延長L=970m
排水性舗装（車道）
A=20,000㎡
排水性舗装（路肩）A=3,000
㎡
アスファルト舗装（車道）
A=1,000㎡

　本工事は、排水
性舗装が主体の
工事であるため、
排水性アスファル
ト舗装の温度管理
に配慮する必要が
ある。

11 －

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

○ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

排水性アス
ファルト舗装
の温度管理
に対する施
工計画

可否 - 5.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 7.0 8.0 3.0 1.0 1.0 40.0
一括審
査方式

2
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

⑦ ⑨
下関北バイパス綾羅木地区
舗装工事

本
官

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

Ａ
舗
装

　本工事は、一般国道191
号下関北バイパスのうち、
山口県下関市大字垢田か
ら下関市綾羅木本町七丁
目地内におけるアスファル
ト舗装工事である。

工事延長L=840m
排水性舗装（橋面）
A=15,000㎡
アスファルト舗装（車道）
A=7,000㎡

　本工事は、排水
性舗装が主体の
工事であるため、
排水性アスファル
ト舗装の温度管理
に配慮する必要が
ある。

11 －

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

○ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

排水性アス
ファルト舗装
の温度管理
に対する施
工計画

可否 - 5.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 7.0 8.0 3.0 1.0 1.0 40.0
一括審
査方式

3
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

⑦ ⑨
下関北バイパス安岡地区外
舗装工事

本
官

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

Ａ
舗
装

　本工事は、一般国道191
号下関北バイパスのうち、
山口県下関市富任一丁目
から下関市安岡駅前二丁
目地内におけるアスファル
ト舗装工事である。

工事延長L=780m
排水性舗装（車道）
A=14,500㎡
アスファルト舗装（車道）
A=2,500㎡

　本工事は、排水
性舗装が主体の
工事であるため、
排水性アスファル
ト舗装の温度管理
に配慮する必要が
ある。

11 －

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

○ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

排水性アス
ファルト舗装
の温度管理
に対する施
工計画

可否 - 5.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 7.0 8.0 3.0 1.0 1.0 40.0
一括審
査方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

備
　
　
考

施工計画 施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①施工計画

合
計

①施工体制評価点

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

工事概要No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課

審査対象工
事

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

工事の特性

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
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